
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

横手市議会だより
80NO． 令和６年８月１日号

６月定例会

「陽 春」　横手明峰中学校３年　佐藤　乃
の

愛
あ

 さん

　授業で学習した「ジャポニスム」。
満開の桜、清らかな雪解け水が流れ
る川、暖かな早春の光、大空を元気
に泳ぐ鯉のぼり。持続可能な社会を
目指し、私たちは自然豊かな地球環
境への配慮を忘れません。

作品のこだわりポイント！

　　 大森浄化センター整備事業に係る監査報告…２
定例会ピックアップ…………………………………４
委員会審査報告………………………………………６
一般質問………………………………………………８
ぎかいトピックス……………………………………12

主な内容

特集
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令
和
５
年
９
月
定
例
会
中
に
、
大
森
浄

化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関
す
る
施
工
不

良
や
費
用
の
増
額
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
以
降
、
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
り

様
々
な
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
19
日
、
市
議
会
か
ら
市

監
査
委
員
に
対
し
て
当
該
工
事
に
係
る
監

査
請
求
が
行
わ
れ
、
監
査
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
５
月
27
日
、
横
手
市
監
査
委

員
か
ら
、「
議
会
の
請
求
に
基
づ
く
監
査

報
告
書
」（
監
査
期
間
：
令
和
６
年
３
月

19
日
か
ら
令
和
６
年
５
月
24
日
）
が
市
議

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
監
査
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
市
上
下
水

道
部
下
水
道
課
が
発
注
し
た
、
Ⓐ
「
大
森

浄
化
セ
ン
タ
ー
土
木
工
事
（
水
槽
）」
と
、

Ⓑ
「
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
」
の

２
件
で
あ
り
、
Ⓐ
は
水
槽
兼
建
物
の
基
礎

工
事
、
Ⓑ
は
建
物
の
建
築
工
事
と
な
り
ま

す
。（
別
表
１
）

　
こ
れ
ら
の
工
事
に
つ
い
て
発
注
か
ら
施

工
、
設
計
や
工
期
等
の
変
更
、
支
払
行
為

ま
で
の
経
緯
や
事
務
処
理
の
全
般
が
監
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
監
査
は
以
下
の
２
点
に
着
目
し
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
１
．
建
築
工
事
の
た
め
に
設
置
し
た
仮

設
足
場
等
が
土
木
工
事
（
水
槽
）
の
瑕か

疵し

に
よ
る
補
修
工
事
の
た
め
使
用
で
き
ず
、

応
分
の
費
用
を
変
更
契
約
締
結
に
よ
り
支

払
っ
た
と
す
る
手
続
き
に
つ
い
て

　
２
．
市
が
土
木
工
事
（
水
槽
）
Ｊ
Ｖ
に

損
害
賠
償
請
求
を
求
め
た
件
に
つ
い
て

　
監
査
の
結
果
に
基
づ
く
意
見
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

　
①
変
更
契
約
は
、現
場
作
業
員
の
不
足
、

資
材
等
の
物
価
高
騰
や
納
入
遅
れ
に
加
え

て
、
水
槽
補
修
工
事
実
施
に
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
変
更
契
約
に
仮
設
足
場
損

料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
や
む

を
得
な
い
部
分
が
あ
り
、
違
法
と
ま
で
は

言
え
な
い
が
、
市
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
準
拠
し
な
い
事
務
処
理
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
　

　
②
損
害
賠
償
請
求
（
仮
設
足
場
損
料
な

ど
）
は
契
約
事
項
の
規
定
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
異
な
る
請
求

額
の
決
裁
文
書
が
存
在
し
て
お
り
、
組
織

内
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
や
決
裁
手
順
が
不
適

切
で
あ
っ
た
。

（
詳
し
く
は
監
査
委
員
か
ら
の

報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
百
条
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
、
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
工

事
関
係
者
へ
の
証
人
尋
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
調
査
を
継
続
し
、
内
容
を
取

り
ま
と
め
た
う
え
で
結
果
を
ご
報
告
す
る

予
定
で
す
。

（
百
条
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

議
会
だ
よ
り
№
79
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

「
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
土
木
工
事（
水
槽
）」に

お
け
る
水
槽
補
修
に
係
る
工
事
費
負
担
分
の

支
払
い
に
つ
い
て
監
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る

監
査
請
求
の
経
緯
は

百
条
委
員
会
に
よ
る
調
査
経
過
と

今
後
の
予
定
は

監
査
報
告
書
の
内
容
は

百条委員会による現地確認

特集　大森浄化センター整備事業に係る監査報告 特集　大森浄化センター整備事業に係る監査報告

件　　名 契約金額（最終） 契約の相手方

Ⓐ 大森浄化センター
土木工事（水槽） 266,253,900円 大森浄化センター

土木工事（水槽）JV

Ⓑ 大森浄化センター
建築工事 303,851,900円 大森浄化センター

建築工事JV

合　　計 570,105,800円

別表１

番号 年 月 日 土木工事（水槽）ＪＶ 建築工事ＪＶ 摘　　要
１ R3. 3.29 当初契約締結　215,270,000円

２ R3.10.20
第２回変更契約締結　266,253,900円
（50,983,900円増、工期延長（～ R4.2.25)
【変更理由】鋼矢板打設工法の変更、運搬費の変更等

３ R4. 2.10 段階確認：ばっ気槽水張り試験
４ R4. 3. 8 完成検査の実施（合格）
５ R4. 3.30 当初契約締結　 229,350,000円

６ R4. 4.12
第１回定例打合せ
●躯体のクラック（※１）やエフロレッセンス
（※２）について建築ＪＶより確認依頼の記述

７ R4. 4.15
現場確認でクラックを確認
（土木ＪＶ・建築ＪＶ・土地連・
市が同席し確認）

８ R4. 4.25
第２回定例打合せ
● 建築ＪＶに対し「前回施工業者（土木Ｊ
Ｖ）の瑕疵という面も考慮に入れ方向性
を検討する」と市から回答の旨記述

９ R4. 5.12 コンクリート壁面にジャンカ（※３）
確認

10 R4. 5.18
第３回定例打合せ
●市は、土木ＪＶに対し「修繕計画書」を提
出させる旨を報告

11 R4. 7.13

第７回定例打合せ
●水槽内クラック箇所数が多い件を協議
●各水槽共、防食塗装前に高圧洗浄を行う
必要がある旨報告

●高圧洗浄や補修を土木ＪＶが行う旨の記述

12 R4. 8. 2 土木ＪＶへ打継部の手直しを指示
13 R4. 8. 4 補修開始（～ R4.10.12)

14 R4. 9.20
第12回定例打合せ
●躯体のクラックが明らかに増えている
●水槽補修はR4.10.13までに完了させる
旨の記述

15 R4.10.12 水槽内ジャンカ補修完了
水槽補修打合せ
●水槽内補修の完了
●水張試験をばっ気槽１箇所のみ実施

16 R4.12. 3 クラック、段差補修の開始（～ R5.2.17)
水張試験、止水補修（～ R5.3.31）

17 R4.12.26
市が建築ＪＶへ念書を提出
●水槽工事（不具合）を原因とする
建築工事の追完請求及び損害賠
償請求は求めない旨記述

18 R5. 1.11 水槽補修打合せ
●流量調整槽の管廊側に漏水を確認

19 R5. 3. 8
第４回変更契約締結　243,706,100円
（14,175,700円増、工期延長（～R5.6.30））
【変更理由】屋根工事をアスファルト防水
から塩ビシート防水へなど

20 R5. 3下旬 補修完了と念書を渡した件を市長
及び副市長へ報告

21 R5. 4. 5 水槽内補修の完了
水槽補修打合せ
●補修打合せ会の終了
●足場損料等の負担の打合せ

22 R5. 6. 8 クラック補修（～ R5.6.30)

23 R5. 6.16
第５回変更契約締結 303,851,900円
（60,145,800円増、工期延長なし）
【変更理由】現場精査による防水工事の減、
作業通路確保のための埋設タンク撤去など

24 R5. 6.30 完成届提出
25 R5. 7. 3 完成検査の実施（合格）
26 R5. 9.21 議会の調査特別委員会設置

27 R6. 1.25 土木ＪＶへの損害賠償請求
13,821,500円

28 R6. 2. 6 水槽（流量調整槽）で漏水事案発生

29 R6. 3.15 土木ＪＶへの損害賠償請求
12,354,100円

30 R6. 3.18 議会の百条委員会設置
31 R6. 3.21 12,354,100円（損害賠償額）納付を確認

大森浄化センター土木工事（水槽）・建築工事の経過（水槽補修工事含む）

※１　クラック…建物の外壁、内壁、基礎にできるひび割れや亀裂のこと。
※２　エフロレッセンス…セメント成分を含む下地材のひび割れから発生するカルシウム成分の汚れ。
　　　　　　　　　　　　放置するとコンクリートの耐久性が落ちるおそれがある。
※３　ジャンカ…型枠に流したコンクリートが行きわたらず、砂利などの骨材が表面に現れた欠陥部分のこと。

水
槽
補
修
工
事

※監査報告書より抜粋
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本
会
議
最
終
日
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
の
菅
原
正
志
委
員
長
よ
り
、「
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、
地
域
の
特
色

あ
る
産
地
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
へ
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
地

域
農
業
の
維
持
・
発
展
に
資
す
る
重
要
な

制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
度
の
要
件
変
更
に

伴
い
、
土
地
利
用
型
作
物
や
高
収
益
作
物

等
が
定
着
し
た
農
地
が
実
質
的
に
交
付
対

象
外
と
な
る
。
改
正
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
べ

く
、
本
交
付
金
が
地
域
の
農
業
者
の
実
態

に
即
し
適
切
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
」
と
し
て
、
次
の
事
項
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
１
．
一
定
期
間
の
積
雪
は
連
作
障
害
の

緩
和
な
ど
水
張
り
と
同
等
の
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
雪
国
等
の
地
域
の
実
情

に
即
し
た
直
接
支
払
交
付
金
の
受
給
要
件

と
す
る
こ
と
。

　
２
．
畑
作
物
が
定
着
し
た
水
田
に
つ
い

て
は
、
高
収
益
作
物
等
の
産
地
形
成
が
持

続
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
水
田
活
用
の
直

接
交
付
金
と
同
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
。

　
以
上
を
国
に
求
め
る
意
見
書
が
議
会
案

と
し
て
本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
意
見
書
の
全
文
は
こ
ち
ら

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

一
般
質
問
で
の
質
疑
な
ど
を
受
け
、
委
員

会
で
意
見
交
換
を
実
施

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
５
年
以
内
に
一
度

も
水
張
り
を
行
わ
な
い
水
田
に
つ
い
て
は
、

交
付
対
象
外
と
す
る
「
水
張
り
５
年
ル
ー

ル
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ

れ
ま
で
鈴
木
勝
雄
議
員
よ
り
数
回
に
渡

り
、
一
般
質
問
な
ど
で
質
疑
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
今
定
例
会
の
一

般
質
問
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
こ
れ

ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
で
は
、
委
員
間
で
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
、
こ
の
制
度
が
地
域
の
実
態
に
即

し
た
形
で
適
切
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
国

に
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和
４
年
度
６

月
に
も
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
お
り
、

今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
本
議
会

案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
横
手

市
議
会
と
し
て
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
農
家
の
皆
さ

ん
が
今
後
も
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の
農
業
環
境
を
守

る
た
め
に
、
引
き
続
き
市
議
会
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

６
月
定
例
会
は
５
月
27
日
か
ら
６
月
13
日
ま
で
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
し
た
案
件
の
中
か
ら
、
特
に
注
目
す
る
内
容

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

地
域
農
業
と
担
い
手
を
守
る
！

全
会
一
致
で
国
に
意
見
書
を
提
出
へ

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

◆
提
案
の
背
景
は

◆
国
へ
意
見
書
を
提
出
へ

地域に合わせた適切な支援が待たれる耕作地

定例会ピックアップ 定例会ピックアップ

賛否が分かれた議案と審議結果
●この他の議案は全員賛成により可決されました。
○：賛成　●：反対　※小野正伸議長は採決に加わりません。

 

案 

件 

名

会
派
・
議
員
名

横
手
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

令
和
６
年
度
横
手
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

令
和
６
年
度
横
手
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

令
和
６
年
度
横
手
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議　決　結　果 原案可決 原案可決 原案可決 原案可決

表決数
賛　成 16 21 16 16
反　対 8 3 8 8

市 民 の 会

宮川　拓也 ○ ○ ○ ○
福田　　誠 ○ ○ ○ ○
大日向香輝 ○ ○ ○ ○
菅原　正志 ○ ○ ○ ○
齋藤　光司 ○ ○ ○ ○
菅原　惠悦 ○ ○ ○ ○

さ き が け

青山　　豊 ● ○ ● ●
佐藤　誠洋 ● ● ● ●
寿松木　孝 ● ○ ● ●
播磨　博一 ○ ○ ○ ○
塩田　　勉 ○ ○ ○ ○

新 政 会

髙橋　聖悟 ● ○ ● ●
柴田　　忍 ○ ○ ○ ○
佐藤　忠久 ○ ○ ○ ○
小野　正伸 ※ ※ ※ ※
髙橋　和樹 ● ○ ● ●

創 成 の 会
林　　一輝 ○ ○ ○ ○
本間　利博 ○ ○ ○ ○
加藤　勝義 ○ ○ ○ ○

日本共産党
鈴木　勝雄 ● ● ● ●
立身万千子 ● ● ● ●

公 明 党
土田百合子 ○ ○ ○ ○
井上　忠征 ○ ○ ○ ○

新 風 の 会 木村　清貴 ● ○ ● ●
実 横 会 加藤　雄太 ○ ○ ○ ○

■令和６年度横手市一般会計補正予算
　（第１号）
　新型コロナウイルスワクチン接種に係る
事務費及び接種費用の一部を助成するため
に必要となる予算などについて審議し、可
決しました。

■令和６年度横手市一般会計補正予算
　（第２号）
　令和６年度住民税課税情報を基に、定額
減税しきれないと見込まれる方を対象に調
整交付金を給付するために必要となる予算
などについて審議し、可決しました。

議案

■高機能消防指令センター更新整備
　工事の契約締結
　高機能消防指令センターは、119番通
報の受理から出動指令、現場への指示など、
重要な情報を一元集約するシステムです。
現システムは平成19年度に運用を開始し
ており、令和６年度には設計寿命を迎える
ことから、機器を更新します。

現在運用中の高機能消防指令センター

陳情の審査結果
◆地方財政の充実・強化を求める意見書提出に
　関する陳情
（連合秋田横手湯沢地域協議会議長　岩佐　真氏）

採択

４月臨時会の概要
　令和６年度の個人住民税所得割額から納税者及
び配偶者を含めた扶養親族１人につき１万円を減
税する定額減税などを実施するための横手市市税
賦課徴収条例の一部改正、国民健康保険税のうち
後期高齢者支援金等課税額の引上げ及び保険税軽
減対象を拡大するための横手市国民健康保険税条
例の一部改正などについて審議し、いずれも可決
しました。

　
地
方
議
会
が
、
地
方
公
共
団
体

の
公
益
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ

い
て
議
会
の
意
思
を
ま
と
め
た

文
書
を
意
見
書
と
い
い
、
地
方
自

治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き

国
の
関
係
機
関
等
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
書
に
は

法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
の
政
策
や
制
度
な
ど
に
対
し

て
議
会
の
意
思
を
示
す

重
要
な
も
の
で
す
。

意
見
書
っ
て
な
ぁ
に
？
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委員会審査報告 委員会審査報告

指定居宅介護支援等の
事業について

　ケアマネジャーが受け持つことのできる人
数が増えるということだが、十分に対応可能
な数字であると考えているか。

居宅介護支援事業所からは対応しきれ
ないというような相談や声は聞こえて

きていない。国でもケアマネジャーに業務を
担わせ過ぎているとの意見を受けて、法改正
が検討されている。人材不足解消への対応策
の一つとして有効ではないかと考えている。

答弁

介護保険における適正な
業務負担が求められる

災害弔慰金の支給審査
委員会の役割について

　支給審査委員会が設置された場合、具体的
な運用や一連の流れはどのようになるか。

令和５年の秋田市の水害を発端として
県内各自治体が条例改正しており、当

市でも必要性を感じて設置するもの。委員に
は弁護士や医師を想定している。調査審議の
基準が明確になっておらず、災害関連死の認
定基準などを委員と共に定めたいと考えてい
る。

答弁

災害弔慰金の支給審査委員会の
早期設置が待たれる

南東地区最終処分場
について

　埋め立て終了後の土地を使用する考えはな
いか。

埋め立て終了後は、雨水などが多く浸
透しないよう穴の開いたシートを敷

き、その上に土を敷いて終了になる。最終処
分場は、廃止後に県が見守りを行うが、最後
に敷いたシートを破らなければ、上に建物を
建てるなどの利用は可能である。

答弁

除雪車の更新基準は

　予算が限られている中で、機械の更新基準
はどのようになっているのか。

更新については、社会資本整備総合交
付金を活用しており、更新予定表を作

成し、交付金の更新要件である11年以上を
経過した機械から順次更新している。また、
各地域局と協議し、路線の見直しなどによる
規格等の変更も行いながら更新している。

答弁

職員の特殊勤務手当の
条例改正について

　秋田県人事委員会の規則変更に伴う改正と
のことだが、地域で金額が異なるのか。また、
どのような流れで金額が決まったのか。

被災家屋調査や避難所の運営等に従事
した場合は１日350円、消防職員な

どが横手市以外で遭難救助・捜索等に従事し
た場合は１日840円とした。手当の金額は
各自治体で決めることができるが、県や他自
治体の事例も参考にして設定した。

答弁

被災自治体と被災を免れた
自治体の協力体制の構築を

協議会が附属機関に
なる事による影響は

　横手市上下水道事業経営協議会が附属機関
になる事によって、法的な位置づけを明確に
する以外に特別な変化はあるのか。

これまでの年に１、２回ほど定期的に開
催していた周期についての変化はない。

今後は水道料金改定の案件に加え、経営戦略
策定後の評価を定期的に行うことや、下水道
事業ではストックマネジメントの計画など、審
議案件が高度化していくことが考えられる。

答弁

野球場のナイター照明
設備改修について

　十五野公園野球場ナイター照明設備改修工
事は、条件付き一般競争入札で１者のみの入
札だったが、どのように業者が決まったか。

条件付き一般競争入札では、入札のた
めに市が公告し、意欲のある業者が入

札参加申請を行う流れとなっている。そのた
め、申請期間中に業者が申請するかどうかで、
一応の競争性は担保されていると判断してい
る。

答弁

十文字陸上競技場公認
更新改修工事について

　ＪＶ（共同企業体）を組むにあたって条件
は明示されていたか。

ＪＶを組み、その代表構成員が県内で
日本陸上競技連盟が定める第３種以上

の公認陸上競技場における全天候型ウレタン
舗装工事の実績を有し、県内に本社等を置く
こと。また、構成員が市内入札参加資格者名
簿で一般土木工事のＡランクであることを条
件とした。

答弁

埋め立てが進む
南東地区最終処分場

除雪車の計画的な更新が必要照明設備の改修工事が決定した
十五野公園野球場（平鹿）

劣化が進む十文字陸上競技場の
トラック

より高度な役割が求められる
上下水道事業経営協議会

厚生
常任委員会

厚生
常任委員会

厚生
常任委員会

産業建設
常任委員会

総務文教
常任委員会

産業建設
常任委員会

総務文教
常任委員会

総務文教
常任委員会
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一 般 質 問 一 般 質 問

７人の議員が市政を問う

６月３、４日に一般質問が行われ、７人の議員が市民の皆さんの
生活にかかわる行政全般について質問をしました。

ち
ょっ
と教え

て！

一般
質問ってなぁに？ 　一般質問は、市長の考える市政の在り方（所信

といいます）について、市が将来にわたって良い
方向に向かう内容なのかや、現在行われている市
の施策など行政全般に対して、市民のためになっ
ているかなどを議員が質すもので、３月、６月、
９月、12月に開かれる定例会で行われます。
　議員１人の質問時間は60分以内です。

しらとり議員が解説します！

QR読取

一般質問の様子は、インターネットでライブ中継しています。また、一部を横手かまくらFMで
生放送するほか、市議会ホームページで全ての一般質問を録画中継でご覧いただけます。　　

◆髙橋　和樹 議員…変化する社会とともに学校の変革を
◆菅原　正志 議員…物価高騰の中でＦＭ計画の見直しは
◆寿松木　孝 議員…総合計画にない施設建設の担保は？
◆立身万千子 議員…国民健康保険税の保険税引き下げを！
◆土田百合子 議員…ひきこもり対策を本格的に
◆福田　　誠 議員…小中学校における学級担任制について
◆鈴木　勝雄 議員…産地交付金の市独自の支援策は

①スマートフォン、タブレット
等でQRコードを読み取る
②一般質問のページが開いたら
YouTube を再生する

動画再生の
手順

私
た
ち
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
！

変
化
す
る
社
会
と
と
も
に

学
校
の
変
革
を

問 

県
内
の
学
校
で
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
専

門
部
の
廃
止
な
ど
過
去
の
活
動
の
見
直

し
も
含
め
、
入
会
は
任
意
で
役
員
決
め

も
無
く
、
や
り
た
い
人
が
や
れ
る
時
に

や
れ
る
範
囲
の
こ
と
を
や
る
、
エ
ン
ト

リ
ー
制
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
模
索
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
在
り
方
を
含
む
、
改
革
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

熱
心
に
活
動
に
参
加
す
る
保
護
者

の
方
々
が
い
る
一
方
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

へ
の
参
加
を
負
担
に
感
じ
る
保
護
者
も

い
る
こ
と
を
伺
っ
て
い
る
。
学
校
の
実

情
に
合
わ
せ
た
組
織
づ
く
り
や
運
営
を

行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
市
と
し
て

は
会
員
同
士
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
し
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
、現
状
に
合
っ

た
よ
り
良
い
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問 

他
自
治
体
に
宿
題
の
無
い
学
校
が

あ
る
が
、
横
手
市
で
は
ど
う
な
の
か
。

答 

一
律
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
に

適
し
た
学
習
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
な
り
の
よ
り

良
い
生
き
方
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
学
ぶ
力
を
身

に
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
自
分
に
必
要

な
課
題
を
選
択
し
て
取
り
組
ん
だ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
た
り
す
る

よ
う
な
、
家
庭
学
習
の
在
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

●

地
域
福
祉
計
画
等
策
定
事
業
に
つ
い
て

一人ひとりに適した学習が
求められる

髙
橋

　和
樹
議
員

た
か
は
し

　か
ず
き

物
価
高
騰
の
中
で

Ｆ
Ｍ
計
画
の
見
直
し
は

問 

Ｆ
Ｍ
計
画
（
横
手
市
財
産
経
営
推

進
計
画
）
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答 

令
和
５
年
度
末
の
暫
定
値
で
は
あ

る
が
、
計
画
策
定
時
か
ら
施
設
数
で
１

６
３
の
減
、
延
べ
床
面
積
で
約
13
・
３

万
㎡
の
圧
縮
が
図
ら
れ
て
い
る
。
15
年

間
の
計
画
期
間
を
５
年
ず
つ
前
期
・
中

期
・
後
期
と
分
け
て
い
る
が
、
前
期
の

期
末
で
あ
る
令
和
２
年
度
末
の
時
点
で

公
共
施
設
更
新
費
用
は
、
年
平
均
41
・

１
億
円
ま
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
令
和
12
年
度
末
ま
で
に
、
年
平
均

32・９
億
円
を
目
標
と
し
て
進
め
て
い
く
。

問 

昨
今
の
物
価
高
騰
も
あ
り
、
状
況

は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
Ｆ

Ｍ
計
画
の
見
直
し
は
必
要
な
い
か
。

答 

現
在
、
後
期
計
画
の
改
定
に
あ
た

り
準
備
を
進
め
て
お
り
、
建
設
資
材
の

価
格
高
騰
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
将
来
更
新

費
用
の
再
試
算
を
含
め
、
各
施
設
の
現

状
や
利
用
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
、

適
正
配
置
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

問 

廃
止
や
統
合
を
目
指
す
建
物
に
つ

い
て
、
市
民
と
の
共
通
認
識
を
構
築
す

る
た
め
に
、
公
共
施
設
の
利
用
実
態
を

把
握
す
る
建
物
カ
ル
テ
が
必
要
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答 

一
部
施
設
で
は
デ
ー
タ
の
集
計
・

活
用
が
可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
施
設
の
詳
細
な
利
用
状
況
の
把

握
に
努
め
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り
方
は

●

地
域
局
の
見
通
し
に
つ
い
て

●

学
校
給
食
に
つ
い
て

使用に見合う維持管理を
（大鳥公園グラウンド）

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら

　た
だ
し
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一 般 質 問 一 般 質 問

ひ
き
こ
も
り
対
策
を

本
格
的
に

問 

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
支

援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

第
４
次
地
域
福
祉
計
画
の
期
間
は

令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
の
五
年

間
で
、
新
た
に
「
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

関
す
る
事
業
計
画
」
を
盛
り
込
み
、
一

体
的
に
策
定
す
る
。
今
回
の
調
査
結
果

を
も
と
に
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
及
び

そ
の
家
族
等
が
必
要
と
す
る
支
援
に
つ

い
て
関
係
者
や
市
民
の
代
表
と
と
も
に

検
討
し
、
施
策
の
推
進
に
つ
な
げ
る
。

●
障
害
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

問 

市
役
所
窓
口
や
医
療
機
関
で
の
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
方
に
対
し
て
「
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」導
入
の
考
え
を
伺
う
。

答 

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
音
漏
れ

が
し
に
く
い
特
性
か
ら
、
よ
り
個
人
情

報
に
配
慮
し
た
対
応
が
可
能
と
考
え

る
。
今
年
度
、
試
験
的
に
１
階
窓
口
に

１
台
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て

問 

投
票
所
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
を 

サ
ポ
ー
ト
す
る
投
票
支
援
カ
ー
ド
と
、

イ
ラ
ス
ト
や
文
字
を
指
さ
し
、
困
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
導
入
を
提
案
し
た
い
。

答 

ハ
ー
ド
面
で
の
取
り
組
み
に
加

え
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は
じ
め
、

誰
に
と
っ
て
も
投
票
し
や
す
い
環
境
整

備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ソ
フ
ト
面
の

取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
。
各
自
治
体

に
お
け
る
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
導

入
を
検
討
し
、
投
票
し
や
す
い
環
境
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
「
手
話
言
語
条
例
」
の
制
定
を社会問題化している

ひきこもりの増加

土
田

　百
合
子
議
員

つ
ち
だ

　ゆ
り
こ

小
中
学
校
に
お
け
る

学
級
担
任
制
に
つ
い
て

問 

ど
の
よ
う
な
考
え
で
固
定
担
任
制

か
ら
複
数
教
員
が
担
当
す
る
体
制
の
導

入
を
さ
れ
た
の
か
。

答 

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
と
、
そ
の
多
様
化
が
進
む
中
、
複
数

の
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ

と
り
に
手
厚
く
丁
寧
な
指
導
の
実
現
を

目
指
し
３
校
で
試
行
し
て
い
る
。

問 

導
入
後
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
、
さ
ら
な
る
教
育
改
革
に
つ
な
げ

て
い
く
の
か
。

答 

多
く
の
教
員
が
関
わ
り
、
一
人
ひ

と
り
の
良
さ
を
引
き
出
す
機
会
を
増
や

す
と
と
も
に
、
困
っ
た
と
き
に
は
、
相

談
し
や
す
い
教
員
を
児
童
生
徒
が
選
択

で
き
る
環
境
を
確
保
し
て
い
く
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

問 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設

立
に
つ
い
て
、そ
の
後
の
進
展
を
伺
う
。

答 

各
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
役
割
や
活
動
状
況
、
効
果
な
ど
を

参
考
に
検
討
を
深
め
て
い
る
。
新
横
手  

体
育
館
の
開
館
も
見
据
え
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
を
ど
の

よ
う
に
体
系
化
し
、
継
続
的
な
取
り
組

み
と
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問 

横
手
体
育
館
の
平
日
の
稼
働
率
が

低
い
こ
と
に
対
し
て
、
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
「
け
ん
こ
う
長
寿
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
」
を
提
案
す
る
。

答 

平
日
、
日
中
に
お
け
る
中
心
的
な

利
用
層
で
あ
る
シ
ニ
ア
の
皆
様
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
、

交
流
人
口
拡
大
の
双
方
を
実
現
す
る
効

果
的
な
企
画
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

固定担任制から複数教員
担任制へ

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ

　ま
こ
と

総
合
計
画
に
な
い

施
設
建
設
の
担
保
は
？

問 

市
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
要
望
に
対
し
、地
域
の
代
表
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、施

設
の
建
て
替
え
の
方
針
が
示
さ
れ
意
見

集
約
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、そ
の
詳
細
は
。

答 

市
と
し
て
は
、
地
域
に
１
つ
は
体

育
施
設
が
必
要
だ
と
の
考
え
か
ら
２
つ

の
体
育
館
を
集
約
す
る
方
向
で
建
て
替

え
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
し
た
。

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
今
回
の
提
案
が
構

想
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
た

い
」
と
の
意
見
を
付
さ
れ
た
。

問 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
集
約

か
ら
す
で
に
２
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
と
庁
内

で
検
討
を
し
て
き
た
。
令
和
８
年
度
以

降
に
解
体
の
検
討
を
進
め
、
並
行
し
て

建
て
替
え
の
用
地
選
定
、
基
本
設
計
及

び
実
施
設
計
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い 

。

問 

大
型
公
共
施
設
の
建
設
が
続
き
、

財
源
の
確
保
が
心
配
さ
れ
る
。
市
の

様
々
な
計
画
に
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

財
源
の
確
保
の
保
証
も
な
い
中
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
解
体
し
て
か

ら
建
て
替
え
を
検
討
す
る
の
で
は
、
実

際
に
建
設
出
来
る
の
か
と
て
も
疑
問
だ
。

建
設
へ
の
保
証
は
ど
う
担
保
す
る
の
か
。

答 
地
元
と
の
協
議
が
済
ん
で
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
具
体
的
な
計
画
は
示
せ

な
い
が
、
協
議
を
終
え
方
向
性
が
見
え

た
段
階
で
、
総
合
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ

を
し
て
時
期
の
明
示
を
目
指
し
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

大
雄
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て建て替えが計画されている

大雄農業者トレーニングセンター

寿
松
木

　

 

孝
議
員

す
ず
き

　こ
う

国
民
健
康
保
険
税
の

保
険
税
引
き
下
げ
を
！

問 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
全
県
で
統

一
す
る
方
向
に
あ
る
。「
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
」
で

の
議
論
の
内
容
は
。

答 

被
保
険
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

問 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

数
年
間
に
わ
た
り
基
金
が
確
保
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
18
歳
ま
で
の

均
等
割
を
な
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

国
に
よ
る
未
就
学
児
の
均
等
割
軽

減
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
す
で
に
開
始

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
18
歳
未
満
に
つ

い
て
は
約
６
割
が
市
の
軽
減
を
受
け
て

お
り
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
な
く
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問 
基
金
を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
し

て
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
特
別
会
計

と
し
て
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

保
険
税
水
準
の
統
一
化
や
令
和
８

年
度
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

へ
の
保
険
税
徴
収
が
議
論
さ
れ
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
保
険
税
を
据
え
置
き
し
て
き

た
が
、
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
利
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答 

短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
が
交

付
さ
れ
て
い
た
方
も
、有
効
期
限
経
過

後
は
マ
イ
ナ
保
険
証
か
資
格
確
認
書
の

交
付
に
よ
る
受
診
と
な
る
。こ
れ
ま
で
と

同
様
に
納
税
相
談
等
で
対
応
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

市
の
組
織
機
構
に
つ
い
て

国民健康保険を取り扱う本庁
「国保市民課」

立
身

　万
千
子
議
員

た
つ
み

　ま
ち
こ
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産
地
交
付
金
の

市
独
自
の
支
援
策
は

問 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の

内
、
重
点
振
興
作
物
推
進
メ
ニ
ュ
ー
の

設
定
単
価
が
今
年
度
は
令
和
２
年
度
交

付
単
価
よ
り
１
万
２
千
円
も
減
少
し
て

い
る
。
物
価
高
の
中
で
農
家
の
手
取
り

に
悪
影
響
と
な
る
。
予
算
を
確
保
す
る

よ
う
国
へ
要
望
し
、
ま
た
市
独
自
の
支

援
策
が
必
要
だ
。

答 

令
和
５
年
度
は
国
か
ら
追
加
配
分

が
あ
り
、重
点
作
物
の
交
付
単
価
は
、当

初
設
定
単
価
か
ら
６
千
円
増
額
と
な
っ

た
。引
き
続
き
国
に
は
予
算
の
十
分
な

確
保
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、地
域
農

業
の
維
持
に
向
け
支
援
に
取
り
組
む
。

問 

令
和
４
年
か
ら
５
年
間
の
内
１
回

は
水
田
に
水
を
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
雪
国
ル
ー
ル
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。
国
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

答 

農
家
が
希
望
を
持
っ
て
永
続
的
に

営
農
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
な
運
用
を
行

う
こ
と
を
要
望
す
る
。

問 

畑
地
化
・
定
着
促
進
事
業
に
つ
い 

て
は
、
団
地
化
の
面
積
要
件
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
す
ぎ
る
。要
件
を
下
げ
る
べ
き
。

答 

今
年
度
の
採
択
状
況
等
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

問 

あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

マ
ン
ガ
ン
を
吸
収
し
に
く
い
特
性
が
あ

る
ほ
か
、
収
量
減
少
や
ゴ
マ
葉
枯
病
に

弱
い
と
の
報
道
が
あ
る
。
全
面
切
り
替

え
は
無
謀
で
は
な
い
か
。

答 

県
が
市
内
３
箇
所
に
実
証
圃
を
設

置
し
て
い
る
。
今
後
栽
培
講
習
会
を
開

催
予
定
。
安
心
し
て
作
付
け
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

公
共
温
泉
に
つ
い
て

安心して営農できるような
支援を

鈴
木

　勝
雄
議
員

す
ず
き

　か
つ
お

議場へ里見地区の皆さん
　６月３日、雄物川地域の里見地区の皆さんが、市議会の取り組みを
今後の活動の参考とするため、一般質問の傍聴にいらっしゃいました。 

　里見地区の皆さんが市議会を傍聴した様子は、６月10日の「もっと
教えて！横手市議会」で放送しました。放送内容は横手市議会ホームペー
ジからお聴きいただけます。

議場へ吉田小学校・雄物川小学校６年生の皆さん
　６月３日は吉田小学校６年生の皆さんが、　６月４日は雄物川小学校の６年
１組と６年２組の皆さんが校外学習の一環で、市議会の仕組みや活動内容を知
ることなどを目的に、市議会の一般質問の傍聴にいらっしゃいました。

引きこもりにつ
いて、対応の仕
方はいろいろあ
ると思うが、市
の方でも一生懸
命頑張っている
んだなと感じた

少子高齢化が進
んでいるので、
横手市ではどの
ように対応され
るのかというよ
うなことを聞き
たい

最上　幹夫 さん高山　誠一 さん

吉田小学校

雄物川小学校
６年１組

雄物川小学校
６年２組

大人も子ども
も安全に楽し
く、自由な道を
歩める横手市
になってほ
しい

髙
たか

野
の

 実
み

那
な

美
み
 さん

質問で出た「自
ら学ぶ子ども」
という言葉が
印象に残って
います

鈴
すず

木
き

 友
ゆ

愛
あ

里
り
 さん

議会では災害
の備えにつ
いて質問
してみた
いです

佐
さ

藤
とう

 奈
な

々
な

子
こ
 さん

ひきこもりの
ない生き生
きとした横
手になって
ほしいです

播
はり

磨
ま

 日
ひ

々
び

人
と
 さん

皆が真剣に「良い
横手市にしてい
こう」としている
のが伝わってき
ました

佐
さ

藤
とう

　寛
ひろ

乃
の
 さん

ひきこもりは
横手市にとっ
ても大きな
問題だと思
いました

高
たか

村
むら

 莉
り

衣
い

那
な
 さん

　吉田小学校、雄物川小学校の皆さん
が市議会を傍聴した様子は、７月８日
の「もっと教えて！横手市議会」で放
送しました。放送内容は横手市議会
ホームページからお聴きいただけます。

議会傍聴のご案内
　本会議はだれでも傍聴することができます。傍聴される方は、直接横手市役所本庁舎７階の
傍聴席においでください。なお、席に限りがございますので、団体等での傍聴を希望される場
合は、事前に議会事務局（0182－32－2535）にご連絡ください。
　車イスをご利用の方が傍聴される場合は、入退場の際に職員がサポートしますので、傍聴に
お越しになる日時を議会事務局にお知らせください。
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長年の功績を称え 全国市議会議長会表彰
　５月22日に開催された「全国市議会議長会第100回定期総会」において、長年にわたり地方
自治の発展と振興に尽力された功績により、本市議会より５名の議員が表彰されました。

議員25年以上特別表彰
菅原　惠悦 議員

議員20年以上特別表彰
佐藤　誠洋 議員
議員10年以上表彰
加藤　勝義 議員
本間　利博 議員
髙橋　和樹 議員

寿松木　孝 議員
小野　正伸 議長

●全国市議会議長会評議員としての功労
　により、感謝状が授与されました。

（左から）小野　正伸議長、寿松木　孝議員、髙橋　和樹議員、
　　　　 本間　利博議員、加藤　勝義議員、佐藤　誠洋議員、
　　　　 菅原　惠悦議員

政務活動費 領収書等も公開しています
　横手市議会では、より透明性が高い開かれた議会を目指しています。
政務活動費の支出にあたっては対象となった経費の収支報告書だけで
なく、領収書等についてもホームページで公開しています。

市議会
の
ハテナ

　市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要
な経費の一部として交付されるもので、横手市では規定
に基づき、議員に対して月額１万円を交付しています。

政務活動費って…なぁに？

　令和５年度は25人の議員に対し合計300万円を交付しました。
執行額は約253.7万円（交付額の84.5％）となりました。

令和５年度の収支状況は？

　期日（年度末等）において交付された政務活動費に残額があった
場合は、市に返還されます。

使わなかったお金はどうなるの？

調査研究費
187,949円
6.4％

研修費
1,024,260 円
34.8％

資料購入費
295,822 円
10.1％

研修費
1,024,260 円
34.8％

広報費
955,026 円
32.5％

広報費
955,026 円
32.5％

広聴費
91,080円
3.1％

資料作成費
30,000円
1.0％

資料購入費
295,822 円
10.1％

事務所費
168,460円 5.7％

事務所費
168,460円 5.7％

事務費
187,543円
6.4％

令和５年度
政務活動費支出額の
内訳

市民と議会の懇談会開催申込受付中です！

●お問い合わせ先　横手市議会事務局　〒013－8601　横手市中央町 8-2　TEL 0182－32－2535　FAX 0182－32－6539

　「市民と議会の懇談会」は、議員との意見交換を希望する団体・サークル等と、
テーマを決めて意見交換をするものです。
　横手の今や未来の“あんなこと”や“こんなこと”を議員とじっくり話し合って
みませんか。お申込みは随時受け付けています。お気軽にご連絡ください。

横手市議会だより

していますモニターを募集

●業務内容　年４回発行さ
れる議会だよりを読んで
いただき、アンケート調
査などによりご意見をい
ただくほか、横手市議会
だよりモニター会議にご
参加いただきます。
●任　　期　令和７年８月31日まで
●募集人数　５名以内
　（サークルの代表者等の方から団体としてのお
申込みもできます）
●お申込み　横手市議会ホームページ（ページ番
号1004269）から専用申込フォームにてお申
込みいただくか、申込書をダウンロードのうえ
必要事項を記載いただき、横手市議会事務局ま
でご提出ください。

●応募資格　（１）～（２）の要件に該当する方
 （１）次のいずれかに該当する方
　●市内に住所を有する方
　●市内に事務所または事業所を有する方　
　●市内に存する事務所または事業所に勤務する方
　●市内に存する学校に在学する方
　●市に対して納税義務を有する方
 （２）議会が行う広報・広聴活動に深い関心を持ち、

公正な社会的見識を有する方
※国会議員または地方議会議員、横手市職員はご応
募いただけません。

議会だよりの一層の充実を図るとともに、開かれた議会を目指すため、
「横手市議会だよりモニター」を募集します。

議会だよりモニターの
お申込みはこちらから

令和５年度に開催したモニター会議の様子

議会だよりモニター会議 高校生議会だよりモニター会議

横手市議会事務局
〒013－8601 横手市中央町8－2

TEL 0182－32－2535
FAX 0182－32－6539

E-mail：gikai@city.yokote.lg.jp

お申込み
お問い合わせ先

５日
16日

18日

19日

26日

広報分科会
正副委員長会議、議会運営委員
会、全員協議会（議案説明会・
行政課題説明会）、大森浄化セ
ンター整備事業に関する調査特
別委員会
東北市議会議長会定期総会（山
形市）
市議会４月臨時会、厚生常任委員
会協議会、大森浄化センター整
備事業に関する調査特別委員会
全員協議会（行政課題説明会）、
大森浄化センター整備事業に関
する調査特別委員会

４
月

７日
10日
13日
16日
21日
22日
23日
27日
30日

社会福祉協議会と厚生常任委員会との意見交換会
議会改革推進会議
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
神奈川県海老名市議会行政視察受け入れ
正副委員長会議、議会運営委員会、全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）、広報分科会
全国市議会議長会第 100回定期総会（東京都）
市議会議員共済会 第 128回代議員会（東京都）
市議会６月定例会（～６月13日）【P2～12】、総務文教常任委員会協議会
広報分科会

５
月

３日
４日
６日
11日
12日
13日
20日
21日
24日
27日
28日

議会運営委員会、全員協議会（議案説明会）
ICTプロジェクトチーム会議
総務文教常任委員会協議会、厚生常任委員会協議会、産業建設常任委員会協議会
正副委員長会議、議会運営委員会、大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
広報分科会
全員協議会（行政課題説明会）
広報分科会
議会改革推進会議
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
広報分科会
愛媛県今治市議会行政視察受け入れ

６
月

議会の 動き主な
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　昨年度のチームは高さとパワーを武器に、県総
体３位まで勝ち上がりました。でも先輩たちが引
退すると、部員は６人ギリギリ、身長も 150㎝
代の小さなチームになってしまいました。
　しかし私たちは決して諦めることなく、地道な
努力を重ねました。冬期間は６人で基本練習を繰
り返し、特にディフェンス力を鍛えあげました。
その成果が表れ、レシーブの正確さと粘り強さで
はどこにも負けないチームに成長できました。
　そして４月、５人の新入部員を加えてチームは
一気に加速しました。高さとパワーが無い分、私
たちは相手との「かけひき」で勝負します。実際
に様々な大会で優勝旗を勝ち取り、自信を付けて
いるところです。
　この原稿掲載は、県総体と東北総体の間です。

自分たちが東北大会出場権を得ているかは分かり
ません。でも、どこで、どんな結果で終わろうと
も悔いを残さないために、毎日ひた向きに努力を
続けます。また、最大の武器である「粘りのバレー」
を更に磨き、周囲の支えに感謝しながら、チーム
一丸となって頑張り続けます。
　応援よろしくお願いします。
　　　　　　横手明峰中学校　女子バレーボール部

主将　加
か

藤
とう

　茉
ま

桜
お

　

第
80 号

横手市議会公式
Facebookページ

タイムリーに情報発信中
ページへの
お待ちしています。

いいね！

横手かまくらＦＭで市議会情報を知ろう！
　横手市議会では、市議会の活動や取り組みを議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！
横手市議会」を放送しています。議員が交代で出演し、市議会の活動や取り組みを自らの声で紹
介するもので、市民参加を意識した番組づくりに力を入れています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。

分かりにくい議会用語が
他にもございましたら、
議会事務局までお知らせ
願います。

分かりにくい
議会用語などは
こちらで

解説しています

横手明峰中学校女子バレーボール部の皆さん

横手明峰中学校
女子

バレーボール部

好評
放送中

8/12　議会だよりモニター会議について
8/26　９月定例会のお知らせ
　　　 市議会のハテナ ～傍聴のすすめ～

今後の放送予定

毎月第2・4月曜日 午前10時40分～
再放送：翌火曜日 午前７時30分～

横手かまくらＦＭ 77.4MHz
もっと教えて！横手市議会

これまでの放送内容はこちら
からお聴きください

令和６年６月10日放送 傍聴席へようこそ
（里見地区の皆さん）

　今定例会の一般質問には、多く
の皆さんに傍聴に来ていただきま

した。一般質問の内容については、この議会だよりでも紹
介していますが、議員と執行部との真剣なやり取りは、文
字では表現できない臨場感があります。機会がありました
ら、傍聴に来ていただき議会を身近に感じて頂ければと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　（加藤　勝義）

広報広聴委員会　広報分科会
分 科 会 長　宮川　拓也　副分科会長　林　　一輝
委　　　員　加藤　勝義　寿松木　孝
　　　　　　加藤　雄太　土田百合子

次回発行日のお知らせ 次号（No.81）の発行は令和６年11月１日の予定です。


